初めに日本語を勉強する動機づけと現在の動機づけ
との比較と分析
2017年12月12日
淡江大学日本語文学系学科修士課程一年生 朱禮聖、黃棋秝、佩德羅
対象
　Ｔ大学日本語学科修士課程の院生12名（12名のうち1年生10名、3年生2名）、
大学生4年生1名
調査時間
　2017年12月5日
分析と考察
　次に導き出されたカテゴリー、サブカテゴリーを意味の観点から収束、精緻化し、文章化した。以下カテゴリー：【　】、サブカテゴリー《　》、記述データ：「　」で示す。なお、（　）内の数字は切片の件数である。
分析結果－初めに日本語を勉強する動機づけ
1. カテゴリーＡ：【日本の文化】（9件）
  これが日本の文化とサブカルチャーが好きだから、一つの日本語を勉強し始める理由になっていることである。まず一つ目は《日本の文化》日本の文化の美しさと精神に惹かれることには日本語を勉強しはじめるきかっけになっている。そして、二つ目は《サブカルチャー》である。これが一番多く出てくるどうき例えば、「日本のアニメや漫画やドラマやテレビ番組が好き」、「字幕を見なくても内容が分かればいい」、「日本語の歌の歌詞が理解したい」などである。日本のサブカルチャーの影響で、興味があったから、日本語を勉強し始めることを指す。
2. カテゴリーB：【日本に行き】（3件）
これが日本語を勉強し始める理由である。ここは二つのサブカルチャーに分かれている。一つ目は《旅行》例えば、「旅行の際に、看板や説明の意味を把握するように」、「小さい頃から日本の文化と言語に引かれて、日本に行ってみたい」、「日本人と交流したい」などである。次は《留学》大学に入り、留学に対して興味が湧いてきた。そこで、日本へ行くために日本語を勉強し始めることである
3. カテゴリーC：【達成感】（3件）
  日本語は中国語と同じく漢字があるので、中国語母語話者にとっては親近感があり、 
読んでいる時はわざわざ暗記しなくても、意味が少々わかることに楽しさと喜びさに感
じることは本語を勉強し始める一つの理由である。そして、日本語を勉強しはじめてか
らいろいろなことがあり、達成感にたかまることについていくつの例を挙げる。四技能
（聞く、読む、話す、書く）にわけられる。まず《聞く》である。例えば、「日本の歌の
歌詞の意味が分かるようになりました」、「何か話をしていて下の字幕を見なくても何を
言っているのかがわかった」などである。二つ目は《読む》である。「漫画や小説の内容
が翻訳がなくても、読めるようになること」日本語の漢字が多くので、読むことについ
て理解しやすいことである。三つ目は《話す》である。日本語を学んできた、できると
一番楽しかったことはおそらく日本人と交流することができるようになることである。
例えば、「アイドルと会話できる」、「日本へ旅行するとき、日本人と日本語で話せる」な
どである。「自分の母語の言語の全く違っている言語を使う感じはとてもいい感じだと思
う」という回答があった。達成感があったから、もっと勉強したいことが分かってき
た。
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図１　院生の日本語初めに日本語を勉強する動機づけの関係図

分析結果－現在の動機づけ（大学院）
1. カテゴリーＡ：【就職】（11件）
大学一年から今までもう四年が経って、この四年間で日本語の学習に対しての動機づけにはいろいろな変化が起こるようになってきた。日本語を第二言語として、将来どんな場面に応用し、将来の仕事は日本語に関わることである。大学院に入り、将来について、どのような仕事を就職したいかをほとんどの院生が決めたことである。三つのサブカテゴリーがある。一つ目は《日系企業》である。例えば、「アイドル文化を台湾で発信する」、「日本の職場に入りたい」などである。話すと書くの能力を応用し、仕事に役立てられる。二つ目は《翻訳と通訳》である。ある言語で表現された文章を、他の言語に変える作業。翻訳は、記述された文章を他の言語に変えるにあたり、「もっと伝わる文章にするにはどう表現すれば？」と、より適切な表現を志向し、じっくり推敲を重ねていく仕事である。三つ目は《日本語教師》である。今まで、学んできた日本語のことをほかの人に教えたい、どのように日本語を応用するかも教えたいという感じを基づき、日本語教師になりたいことである。例えば、「立派な日本語教師になりたい」、「日本語の教師、教育分野の仕事をしたい」、「自分がわかってもどうやって学生に分かるようになるかを考える」などの回答があった。この中に、日本語の教師になりたい人は３人、翻訳に関する仕事を勤めたい人は２人、日本の企業に勤めたい人は１人がいる。こちらからわかるのは、初めの日本語に興味があって、そして、将来の仕事は日本語を使うことになる。
2. カテゴリーB：【知識の拡大】（7件）
　大学から卒業して、でもまた他の知識を知りたくて学びたい人がいるから、大学院に入ると決める。たとえば、「漫画とアニメだけではなく、政治や経済など日本に関する一切の知識を知りたいと思う」、「日本語に関する知識などが不十分なので、まだまだ頑張らなきゃいけないです」、「自分は多種な言語を学びたいから」、「ほかの領域をもっと知りたい」、「日本語の教師になるために日本語を勉強しないといけない」、「第二言語の流れや現在の状況などを把握する」、「修士の論文をうまく書けるように」という回答があった。
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図2　院生の現在の日本語を勉強する動機づけの関係図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まとめ－初めに日本語を勉強する動機づけと現在の動機づけとの比較
 最後に一年生の動機づけと現在の動機づけの進化の傾向を分析してみよう。五つカテゴリーの質的変化と量的変化から見てみよう。
	一年生
	現在

	A日本の文化　　　　　　９件
	A就職　　　　　　　　　７件

	B日本に行き　　　　　　３件
	B知識の拡大　　　　　　７件

	C達成感　　　　　　　　３件
	



[bookmark: _GoBack]  質的の動機づけの変化は趣味的な動機づけから専門的な動機づけに変わってきた。日本の文化のカテゴリーには、主にサブカルチャー（漫画、アニメ、アイドルなど）に対しての興味を言及されている（８件）。日本に行くためのBカテゴリーの中の２件は旅行したいと述べていて（もう一件は留学したいといっているのに）達成感は日本語を読めると楽しさを感じると述べて全体的には自分の楽しさのためすなわち趣味に限る動機づけであった。しかし、現在の動機づけのカテゴリーを見ると全部専門的な含意を示す。一番多く表れている就職（７件）の動機づけが言うまでもなく他のＢカテゴリーも専門的な知識と関わっている動機づけである。
この趣味的から専門的な動機づけの傾向の中に興味深い例外もある。一年生の作文に専門的な動機づけを言及している人が三人（日系企業１件、学歴１件、留学１件）がいて、現在の動機づけの作文に趣味的なサブカルチャー（２件）と文化（１件）を述べた人も三人がいる。
なお、ほかの印象的な事実はサブカルチャーは日本語学科の学生の初めて日本語と接触のきっかけと動機づけとして圧倒的多数の項目である。
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